





Translation and Annotation of“The Mathematical 
Classic of Sun Zi （孫子算経）” Vol. 2
BABA Rieko　
Abstract
   “The Mathematical Classic of Sun Zi” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons（算経十書） during the 
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art（九
章算術）.”
   This is the second article based on our research and results in which we studied the 
problems 1 to 28 of the third volume.
　『孫子算経』は南北朝に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つである。
我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『孫子算経』の訳注を完成させることを目的
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　　　　①「以少減多」であるから１８−１２＝ 6 とする。互除法ではこのあと１２− 6 ＝ 6 を
して、引けなくなるまで引き算をする。最後に残った 6 が「等数」である。








［二］今有三分之一、 五分之二。 問、 合之得幾何。
答曰、 一十五分之一十一。
術曰、 置三分、 五分在右方、 之一、 之二在左方。 母互乘子、 五分之二得六、 三分




















　　　　　　 １ 　　　 ３




　　　　　 １ × ５ 　　 ３





 ５   ３
＋） 6  ×） ５





　　　答えにいう、分母の ３ と ５ を右方に置き、（分子の）１ と ２ を左方に置く。分母は
互いに分子に掛けて、 2―5 の方は 6 を得て、
1―3 の方は ５ を得る。これを併せて11を得て
実とする。右方の ２ つの分母は互いに掛けて、15を得て法とする。法に満たない場合
は、法を分母とする分数にすると答えが得られる。
［三］今有九分之八、 減其五分之一。 問、 餘幾何。
答曰、 四十五分之三十一。
術曰、 置九分、 五分在右方、 之八、 之一在左方。 母互乘子、 五分之一得九、 九分













　　　　　　 ８ 　　　 ９
　　　　　　 １ 　　　 ５
　　　　②左方に右方をたすき掛けする。（「母互乗子」）
　　　　　 ８ × ５ 　　 ９










　　　術にいう、分母の ９ と ５ を右方に置き、分子の ８ と １ を左方に置く。分母を互いの
分子に掛け、 1―5 は ９ を、
8―9 は40を得る。40から ９ を引いた31を実とする。分母は互い
に掛けて45を得て法とする。法に満たない場合は、法を分母とする分数にすると、答
えが得られる。
［四］今有三分之一、 三分之二、 四分之三。 問、 減多益少、 幾何而平。
答曰、減四分之三者二、三分之二者一、幷、以益三分之一、而各平於一十二分之七。
















 40  ９
−） ９  ×） ５











　　　　　 １ 　　　 ３
　　　　　 ２ 　　　 ３
　　　　　 ３ 　　　 ４
　　　　②左　　　　　　右
　　　　　 １ × ３ × ４ 　　 ３
　　　　　 ２ × ３ × ４ 　　 ３





 12  ３
 24  ３
＋） 27 ×） ４
平実 63 法 36
 12× ３
 24× ３
＋） 27× ３ 




















　　　術にいう、分母の ３ と ３ と ４ は右方に置き、分子の １ と ２ と ３ は左方に置く。分母
は互いに分子に掛け、別に合わせて63を得て右に置き、平実とする。分母は互いに掛










































術曰、 置粟二十一升。 以粺米率二十七乘之、 得五百六十七升、 爲實。 以粟率五十














訳：今、粟 ２ 斗 １ 升がある。問う、粺米はどれだけとなるか。





術曰、 置粟四十五升。 以二約糳米率二十四、 得一十二。 乘之、 得五百四十升、 爲





















訳：今、粟が ４ 斗 ５ 升ある。問う、糳米はどれだけとなるか。
















　　　　①粟 ７ 斗 ９ 升を79升と置く。
　　　　②御米率21を79升に掛けて、1659升を得る。実とする。
　　　　③粟率50で1659を割る。1659÷50＝33.18升
訳：今、粟 ７ 斗 ９ 升がある。問う、御米はどれだけとなるか。
　　　答えにいう、 ３ 斗 ３ 升 １ 合 ８ 勺。




















　　　　① 6 丈× ３ 丈＝1800平方尺
　　　　②２ 平方尺を敷き詰めるのに甎は ５ つ必要である。よって、1800平方尺に ５ を
掛け、そのあと １ 平方尺に必要な甎を求めるために ２ で割る。
　　　　　　1800平方尺× ５ ＝9000平方尺
　　　　　　9000平方尺÷ ２ 平方尺＝4500個
訳：今、建物の土台で南北 ３ 丈、東西 6 丈のものがある。レンガを敷き詰めたい。凡そ ２
平方尺敷くのに、レンガ ５ つが必要である。問う、合計何個必要か。
　　　答えにいう、4500個。
　　　術にいう、東西 6 丈を置く。南北 ３ 丈を 6 丈に掛け、1800平方尺を得る。1800平方
尺に ５ を掛け、9000平方尺を得る。 ２ 平方尺で9000平方尺を割ると答えが得られる。




術曰、 置周二百八十六尺、 自相乘、 得八萬一千七百九十六尺。 以深三丈六尺



















体積を表す。「里法」、「畝法」と同類。ここでは、 １ 尺 6 寸 ２ 分の体積をいう。新
莽銅嘉量の銘文に「律嘉量斛、方尺而圜其外、庣旁九氂五豪、冥百六十二寸、深寸、
積千六百二十寸、容十斗」とあり、 １ 斛の容積は1620立方寸とされる。 １ 立方尺は
1000立方寸であるから、1.62立方尺となる。また、戦国秦の商鞅が用いた統一原器
である銅量（『中国古代度量衡図集』（みすず書房、1985）p.85参照）も、王莽銅嘉量
と同じく「 １ 尺 6 寸 1―5 」の値を用いており、 １ 斛を量る際には糲米の １ 斛当たりの
























　　　　③立方尺から斛に換算するのに斛法1.62（ １ 62―100 ）で割る。
　　　　　245388÷1.62＝151474斛 ７ 11―27 升
訳：今、円形の穴で下周286尺、深さ ３ 丈 6 尺のものがある。問う、粟はどれだけ入るか。
　　　答えにいう、151474斛 ７ 11―27 升。
　　　術にいう、周286尺を置き、自乗して81796平方尺を得る。深さ ３ 丈 6 尺をこれに掛
け、2944656立方尺を得て、12で割り、245388立方尺を得る。斛法 １ 尺 6 寸 ２ 分（1.62）
でこれを割ると答えが得られる。
［一一］今有方窖廣四丈六尺、 長五丈四尺、 深三丈五尺。 問、 受粟幾何。
答曰、 五萬三千六百六十六斛六斗六升三分升之（一）＜二＞［一］。
術曰、 置廣四丈六尺、 長五丈四尺、 相乘、 得二千四百八十四尺。 以深三丈五尺乘


























　　　　②斛法1.62（ １ 62―100 ）で割る。
　　　　　86940立方尺÷1.62＝53666.6斛 6 斗 2―3 升
訳：今、方窖で広が ４ 丈 6 尺、縦が ５ 丈 ４ 尺、深さが ３ 丈 ５ 尺のものがある。問う、粟は
どれだけ入るか。
　　　答えにいう、53666斛 6 斗 6 升 2―3 升。
　　　術にいう、広 ４ 丈 6 尺（46尺）、縦 ５ 丈 ４ 尺（54尺）を掛けて、2484平方尺を得る。
深さ ３ 丈 ５ 尺（35尺）を2484平方尺に掛け86940立方尺を得る。斛法 １ 尺 6 寸 ２ 分（1.62）
で割ると答えが得られる。
［一二］今有圓窖周五丈四尺、 深一丈八尺。 問、 受粟幾何。
答曰、 二千七百斛。
術曰、 先置周五丈四尺、 自［一］相乘得二千九百一十六尺。 以深一丈八尺乘之、 得
























　　　　②斛法1.62（ １ 62―100 ）で割る。
　　　　　4374立方尺÷1.62＝2700斛
訳：今、円窖の周 ５ 丈 ４ 尺、深さ １ 丈 ８ 尺のものがある。問う、粟はどれだけ入るか。
　　　答えにいう、2700斛。
　　　術にいう、先に周 ５ 丈 ４ 尺（54尺）を置き、自乗して2916平方尺を得る。深さ １ 丈
８ 尺（18尺）を2916に掛けて、52488立方尺を得る。12でこれを割ると4374立方尺を得
る。斛法 １ 尺 6 寸 ２ 分（1.62）で割ると答えが得られる。
［一三］今有圓田周三百步、 徑一百步。 問、 得田幾何。
答曰、 三十一畝奇六十步。
術曰、 先置周三百步、 半之、 得一百五十步。 又置徑一百步、 半之、 得五十步。 相
乘、 得七千五百步。 以畝法二百四十步除之、 即得。
又術、 周自相乘、 得九萬步、 以一十二除之、 得七千五百步。 以畝法除之、 得畝數。






















































［一四］今有方田、 桑生中央。 從角至桑一百四十七步。 問、 爲田幾何。
答曰、 一頃八十三畝奇一百八十步。
術曰、置角至桑一百四十七步、倍之、得二百九十四步。以五乘之、得一千四百七十步。











一辺をaとし、対角線をbとすると、その比はa：b≒ ５ ： ７ 。よってa＝ 5―7 bとなる。
対角線が294歩であるので、これに 5―7 を掛けると210歩、即ち正方形の一辺が得られ











　　　術にいう、角から桑までの距離147歩を置き、これを ２ 倍して294歩を得る。 ５ を
294歩に掛け、1470歩を得る。 ７ で1470歩を割り、210歩を得る。自乗して44100平方
歩を得る。畝法240平方歩で割れば答えが得られる。
［一五］今有木、 方三尺［一］、 欲方五寸作枕一枚。 問、 得幾何。
答曰、 二百一十六枚。










　　　　 ３ 尺× ３ 尺＝ ９ 平方尺
　　　　 ９ 平方尺× ３ 尺＝27立方尺
　　　　一辺 １ 尺の立方体から一辺 ５ 寸の立方体が ８ 個できるので
　　　　27立方尺× ８ ＝216枚
訳：今、一辺が ３ 尺の立方体の木があり、 １ 辺が ５ 寸の立方体で枕 １ つとしたい。枕はど
れだけできるか。
　　　答えにいう、216個。
　　　術にいう、底面の方 ３ 尺を置き、自乗して ９ 平方尺を得て、高さ ３ 尺を ９ 平方尺に
掛け、27立方尺を得る。 １ 立方尺の木で ８ 枕できるので、この ８ を27に掛けると、答
えが得られる。
［一六］今有索長五千七百九十四步、 欲使作方。 問、 幾何。
答曰、 一千四百四十八步三尺。
術曰、 置索長五千七百九十四步、 以四除之、 得一千四百四十八步、 餘二步。 以六


























　　　　5794歩÷ ４ ＝1448歩余り ２ 歩
　　　　 ２ 歩× 6 ＝12尺（ １ 丈 ２ 尺）





　　　術にいう、ひもの長さ5794歩を置き、 ４ で割ると、1448歩が得られ、余りが ２ 歩で
ある。 6（ １ 歩＝ 6 尺）を余りの ２ 歩に掛けると １ 丈 ２ 尺（12尺）を得る。12尺を ４ で
割ると ３ 尺が得られる。1448歩を合わせて計算すると答え（1448歩 ３ 尺）が得られる。
［一七］今有隄、 下廣五丈、 上廣三丈、 高二丈、 長六十尺。 欲以一千尺作一方。 問、
計幾何。
答曰、 四十八方。
（法） 〈術〉 曰、 置隄上廣三丈、 下廣五丈。 幷之、 得八丈。 半之得四丈。 以高二丈




















訳：今、堤があり、下広が ５ 丈、上広が ３ 丈、高さが ２ 丈、長さが60尺である。1000立方
尺で「一方」とする。問う、合計どれだけできるか。
　　　答えにいう、48方。
　　　術にいう、堤の上広 ３ 丈と下広 ５ 丈を置く。これを足して ８ 丈を得る。これを 1―2 し
て ４ 丈を得る。高さ ２ 丈を ４ 丈に掛け、800尺（ ８ 丈）を得る。長さ60尺をこれに掛け
48000立方尺を得る。1000立方尺で割ると答えが得られる。
［一八］今有溝、 廣十丈、 深五丈、 長二十丈。 欲以千尺作一方。 問、 得幾何。
答曰、 一千方。






















術曰、 置積二十三萬四千五百六十七步爲實。 次借一算爲下法、 步之、 超一位、 至
百而止。 商［一］置四百於實之上、 副置四萬於實之下、 下法之上、 名爲方法。 命上
商四百、 除實。 除訖、 倍方法、 一退、 下法再退。 復置上商八十、 以次前商。 副置
八百於方法之下、 下法之上、 名爲廉法。 方、 廉各命上商八十以除。 訖、 倍廉法、
上從方法。 ＜方法＞一退、 （方法）下法再退［二］。 復置上商四、 以次前。 副置四於方
法之下、 下法之上、 名曰隅法。 方、 廉、 隅各命上商四、 ［以］除實。 除訖、 ［倍隅














































　　　　　実　　 ２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 6 　 ７
　　　　②借一算を下法とし、一、百、万と一桁飛ばしで位を進める。




　　　　　実　　 ２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　 6 　 ７
　　　　　方法　　　 ４
　　　　　下法　　　 １
　　　　④方法 ４ を商 ４ に掛けて実より除く（234567−40000× ４ ）。方法を ２ 倍し １ つ
位を下げる。下法は ２ つ位を下げる。
　　　　　商　　　　　　　　 ４




　　　　　商　　　　　　　　 ４ 　 ８






　　　　⑥商80を方法と廉法に掛け、それぞれ実より除く（74567−8000× ８ −800× ８ ）。
廉法を ２ 倍し、上の方法に加え、方法は １ つ位を下げ、下法は ２ つ位を下げる。
　　　　　商　　　　　　　　　 ４ 　 ８
　　　　　実　　　　　　　 ４ 　 １ 　 6 　 ７
　　　　　方法（＋廉法） 　　　 ９ 　 6
　　　　　下法　　　　　　　　　　　　 １
　　　　⑦商 ４ を置き、前の商に並べ、方法と下法の間に ４ を置き、隅法とする。
　　　　　商　　　　　　　　　 ４ 　 ８ 　 ４
　　　　　実　　　　　　　 ４ 　 １ 　 6 　 ７
　　　　　方法（＋廉法） 　　　 ９ 　 6
　　　　　隅法　　　　　　　　　　　　 ４
　　　　　下法　　　　　　　　　　　　 １
　　　　⑧商 ４ を方法と廉法と隅法に掛け、それぞれ実より除く（4167−900× ４ −60×
４ − ４ × ４ ）。隅法を ２ 倍し、上の方法に加える。
　　　　　商　　　　　　　　　 ４ 　 ８ 　 ４
　　　　　実　　　　　　　　　 ３ 　 １ 　 １








引き終われば、方法を ２ 倍し、 １ つ位を退け、下法は ２ つ位を退ける。また上商80を
置き、前の商に続ける。別に800を方法の下、下法の上に置き、廉法と名付ける。方
法と廉法各々に上商 ８ を掛けて、それぞれ実から引く。引き終われば、廉法を ２ 倍し、




廉法と隅法各々に上商 ４ を掛けて、それぞれ実から引く。引き終われば、隅法を ２ 倍
して、方法に加える。上商は484を得、下法は968を得、余りは311となる。これで正




步之、 超一位、 至百而止。 上商置六百 【餘】 ［二］於實之上。 副置六萬於實之下、
下法之上、 名爲方法。 命上商六百、 除實。 除訖、 倍方法。 方法一退、 下法再退。
復置上商四十、 以次前商。 副置四百於方法之下、 下法之上、 名爲廉法。 方、 廉各
命上商、 以除實。 除訖、 倍廉法、 從方法。 方法一退、 下法再退。 復置上商八、 次
前商。 副置八於方法之下、 下法之上、 名爲隅法。 方、 廉、 隅各命上商八、 以除實。
































　　　　　実　　 ４ 　 ２ 　 ０ 　 ０ 　 ０ 　 ０
　　　　②借一算を下法とし、一、百、万と一桁飛ばしで位を進める。




　　　　　実　　 ４ 　 ２ 　 ０ 　 ０ 　 ０ 　 ０
　　　　　方法　　　 6
　　　　　下法　　　 １
　　　　④商 6 に方法 6 を掛けて、実より引き（420000−（60000× 6 ）＝60000）、引き
終われば、方法を ２ 倍し、方法は位を １ つ下げ、下法を ２ つ下げる。
　　　　　商　　　　　　　　 6
　　　　　実　　　　 6 　 ０ 　 ０ 　 ０ 　 ０





　　　　　商　　　　　　　　 6 　 ４
　　　　　実　　　　 6 　 ０ 　 ０ 　 ０ 　 ０
　　　　　方法　　　 １ 　 ２
　　　　　廉法　　　　　　　 ４
　　　　　下法　　　　　　　 １
　　　　⑥商 ４ を方法と廉法に掛け、それぞれ実より引く（60000− ４ ×12000− ４ ×400
＝10400）。廉法を ２ 倍し、方法に加える。方法の位を １ つ下げ、下法の位を
２ つ下げる。
　　　　　商　　　　　　　　　　　　　 6 　 ４
　　　　　実　　　　　　　　　 １ 　 ０ 　 ４ 　 ０ 　 ０
　　　　　方法（＋廉法） 　　　　　 １ 　 ２ 　 ８
　　　　　下法　　　　　　　　　　　　　　　　 １
　　　　⑦商 ８ を置き、別に方法と下法の間に ８ を置き、隅法とする。
　　　　　商　　　　　　　　　　　　　 6 　 ４ 　 ８
　　　　　実　　　　　　　　　 １ 　 ０ 　 ４ 　 ０ 　 ０
　　　　　方法（＋廉法） 　　　　　 １ 　 ２ 　 ８
　　　　　隅法　　　　　　　　　　　　　　　　 ８
　　　　　下法　　　　　　　　　　　　　　　　 １
　　　　⑧商 ８ を方法と廉法と隅法に掛け、それぞれ実より除く（10400− ８ ×1280− ８ ×
８ ＝96）。隅法を ２ 倍し、方法に加える。
　　　　　商　　　　　　　　　　　　　 6 　 ４ 　 ８
　　　　　実　　　　　　　　　　　　　　　 ９ 　 6










る。上商600で実より引く。引き終われば、方法を ２ 倍する。方法は １ つ位を退け、
下法は ２ つ位を退ける。また上商40を置き、前の商に続ける。別に400を方法の下、
下法の上に置き、廉法と名付ける。方法、廉法をそれぞれ上商40に掛け、それぞれ実
より引く。引き終われば、廉法を ２ 倍し、方法に加える。方法は １ つ位を退け、下法




［二一］今有丘田、 周六百三十九步、 徑三百八十步。 問、 爲田幾何。
答曰、 二頃五十二畝二百二十五步。
























［二二］今有築城。 上廣二丈、 下廣五丈四尺、 高三丈八尺、 長五千五百五十尺。 秋
程人功三百尺。 問、 須功幾何。
答曰、 二萬六千一十一功。
術曰、 幷上、 下廣、 得七十四尺、 半之、 得三十七尺。 以高乘之、 得一千四百六尺。























　　　　 １ 人当たりの １ 日の労働量300立方尺で割る。
　　　　7803300立方尺÷300立方尺＝26011功
訳：今、城を築いている。上広 ２ 丈、下広 ５ 丈 ４ 尺、高さ ３ 丈 ８ 尺、長さ5550尺である。

































　　　　　 １ 歩は 6 尺なので、8804歩× 6 尺＝52824尺




訳：今、地を掘って水渠を作ろうとしており、長さ29里104歩、上広 １ 丈 ２ 尺 6 寸、下広 ８ 尺、









七十二人人與三分、 六十三人人與四分。 問、 三種各得幾何。
答曰、 二分、 人得錢二十二、 三分、 人得錢三十三、 四分、 人得錢四十四。
術曰、 先置八十一人於上、 七十二人次之、 六十三人在下。 上位以二乘之、 得
一百六十二、 次位以三乘之、 得二百一十六、 下位以四乘之、 得二百五十二。 副
幷三位、 得六百三十、 爲法。 又置錢六千九百三十爲三位。 上位以一百六十二
乘之、 得一百一十二萬二千六百六十、 又以二百十六乘中位、 得一百四十九萬
六千八百八十、 又以二百五十二乘下位、 得一百七十四萬六千三百六十、 各爲實。












































訳：今、6930銭があり、216人で ９ 分してこれを分けさせようとする。81人は ２ 分を与え、
72人は ３ 分を与え、63人は ４ 分を与える。問う、３ 種がそれぞれ得る銭はどれだけか。
　　　答えにいう、 ２ 分は、 １ 人22銭を得、 ３ 分は、 １ 人33銭を得、 ４ 分は、 １ 人44銭を
得る。
　　　術にいう、先に81人を上に置き、72人をその次に置き、63人は下に置く。上位は ２






［二五］今有五等諸侯、 共分橘子六十顆、 人別加三顆。 問、 五人各得幾何。
答曰、 公一十八顆、 侯一十五顆、 伯一十二顆、 子九顆、 男六顆。
術曰、 先置人數、 別加三顆於下、 次六顆、 次九顆、 次一十二顆、 上十五顆。 副幷之、
得四十五。 以減六十顆、 餘、 人數除之、 人得三顆。 各加不幷者、 上得一十八、 爲























　　　　　伯　　 ９ ＋ ３ ＝12
　　　　　子　　 6 ＋ ３ ＝ ９
　　　　　男　　 ３ ＋ ３ ＝ 6
訳：今、五等の諸侯がおり、橘子60個を分けるのに、人ごとに ３ 個の差をつけて加えてい
く。問う、 ５ 人がそれぞれ得るのは何個か。
　　　答えにいう、公は18個、侯は15個、伯は12個、子は ９ 個、男は 6 個。
　　　術にいう、先に人数を置いて、差の ３ 個を下に置き、次に 6 個、次に ９ 個、次に12個、
上に15個を置く。別にこれらを足して45を得る。これを60から引き、余りは人数で割
ると、 １ 人に ３ 個ずつ分配できる。それぞれ先に足していない分（ １ 人 ３ 個）を加え
ると、上は18となり、公の分とし、次は15となり、侯の分とし、次は12となり、伯の
分とし、次は ９ となり、子の分とし、下は 6 となり、男の分とする。
［二六］今有甲、 乙、 丙三人持錢。 甲語乙、 丙 「各將公等所持錢半以益我錢、 成
九十」。 乙復語甲、 丙 「各將公等所持錢半以益我錢、 成七十」。 丙復語甲、 乙 「各
將公等所持錢半以益我錢、 成五十六」。 問、 三人元持錢各幾何。
答曰、 甲七十二、 乙三十二、 丙四。
術曰、 先置三人所語爲位、 以三乘之、 各爲積、 甲得二百七十、 乙得二百一十、
37
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丙得一百六十八。 各半之、 甲得一百三十五、 乙得一百五、 丙得八十四。 又置甲



















　　　　　甲90銭× ３ ＝270　　270÷ ２ ＝135
　　　　　乙70銭× ３ ＝210　　210÷ ２ ＝105








































［二七］今有女子善織、 日自倍、 五日織通五尺。 問、 日織幾何。















注：（71）「五日織通五尺」とは ５ 日で織ったものを合わせると ５ 尺になるということ。前
注（43）の「通計」と同じ用法。
　　（72）本題は列衰の問題である。『九章算術』衰分章［四］題に「今有女子善織。日自倍、








　　　　①１ 日ごとに倍ずつ布を織っていくので、列衰は「 １ 、２ 、４ 、８ 、16」となる。
　　　　　列衰を別に足した31（ １ ＋ ２ ＋ ４ ＋ ８ ＋16）を法とする。
　　　　② ５ 尺を列衰それぞれに掛け、それぞれを実とする。
　　　　　 １ × ５ ＝ ５
　　　　　 ２ × ５ ＝10
　　　　　 ４ × ５ ＝20











で ５ 尺となった。問う、 １ 日ごとにどれだけ織ったか。
　　　答えにいう、初日に織ったのは １ 19―31 寸、次の日織ったのは ３
7―31 寸、次の日織った
のは 6 14―31 寸、次の日織ったのは １ 尺 ２





［二八］今有人盜庫絹、 不知所失幾何。 但聞草中分絹。 人得六匹、 盈六匹、 人得七
匹、 不足七匹。 問、 人 ・ 絹得幾何。
答曰、 賊一十三人。 絹八十四匹。























　　　　　 ７（人得七匹） 　　　　 6（人得六匹）
　　　　　 ７（不足七匹） 　　　　 6（盈六匹）
　　　　　これを図示すると、絹は図の影をつけた部分となる。したがって左右を維乗
して合わせると絹の数となる。
　　　　　（ ７ × 6 ）＋（ ７ × 6 ）＝84匹（絹の数）
　　　　②下の盈不足を合わせれば人数となる。
　　　　　 ７ ＋ 6 ＝13人（賊の人数）
　　　
訳：今、倉庫の絹を盗む人がいた、どれだけ盗まれたのかわからない。しかし草むらで絹
を分けている声が聞こえた。 １ 人 6 匹を得ると、 6 匹余り、 １ 人 ７ 匹を得ると、 ７ 匹
足らない。問う、盗人の人数と盗まれた絹はそれぞれどれだけか。
　　　答えにいう、賊13人。絹84匹。
　　　術にいう、先に １ 人 6 匹を得るというのを右上に置き、 6 匹を余したものを右下に
置く、後に １ 人 ７ 匹を得るというのを左上に置き、 ７ 匹足らないのを左下に置く。こ
れをたすき掛けしたものを足して絹の数量とし、下の盈不足を足して賊の人数とする。
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